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橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、
昭
和
一
三
年

の
新
聞
記
事
で
は
、
考
古
学
研
究
室
と
し

て
報
道
さ
れ
て
い
る
。
古
い
新
聞
記
事
を

調
べ
出
し
た
の
は
、
所
長
に
就
任
し
た
平

成
二
一
年
で
あ
る
。
研
究
所
の
成
り
立
ち

を
丁
寧
に
調
べ
よ
う
と
し
た
。
翌
年
に
は

八
〇
周
年
記
念
事
業
を
考
え
る
た
め
、
若

手
職
員
か
ら
の
意
見
募
集
な
ど
を
行
っ
た

が
、
一
般
的
な
事
項
の
み
の
提
案
に
終
わ

り
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
は
出
な
か
っ
た
。

八
〇
年
と
い
う
長
い
年
月
を
感
じ
た
。

大
和
国
史
館
に
は
私
自
身
、
小
学
生
か

ら
中
学
生
の
頃
、
一
年
に
一
度
は
父
親
や

学
校
の
先
生
に
引
率
し
て
い
た
だ
き
見
学

に
来
て
い
た
。
高
校
生
に
な
っ
て
、
メ
ス

リ
山
古
墳
（
調
査
当
時
は
、
東
出
塚
古
墳
、

二
年
目
に
は
鉢
巻
山
古
墳
と
言
わ
れ
て
い

た
）
の
調
査
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、

五
六
年
も
の
長
い
時
間
を
橿
考
研
と
と
も

に
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
家
に
し
ろ
会
社
に

し
ろ
、
所
属
組
織
と
個
人
の
関
係
に
従
前

の
よ
う
な
全
人
格
的
一
体
感
は
も
は
や
望

む
べ
く
も
な
い
し
、
近
年
の
会
社
に
お
け

る
雇
用
者
と
被
雇
用
者
の
関
係
で
は
副
業

も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
副
業
を

成
功
し
た
ひ
と
は
、
メ
イ
ン
の
会
社
へ
の

帰
属
感
が
強
く
な
る
と
す
る
デ
ー
タ
が
あ

る
こ
と
も
月
刊
誌
と
新
聞
記
事
な
ど
か
ら

知
っ
た
。
公
務
員
に
は
法
令
の
規
定
に
よ

り
、
僧
侶
・
神
職
な
ど
を
除
き
、
職
務
専

念
義
務
が
あ
る
。

昭
和
一
三
年
か
ら
昭
和
四
五
年
ま
で
の

橿
考
研
で
は
、
所
員
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
六
年
に
『
青
陵
一

～
三
号
』
に
記
さ
れ
た
関
係
者
名
簿
は
、

当
時
の
考
古
学
と
関
係
学
術
分
野
の
人
々

を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
中
・
戦

後
の
混
乱
期
の
調
査
メ
ン
バ
ー
は
、
島
田

暁
氏
が
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
い
た
が
、
他

の
メ
ン
バ
ー
は
旧
制
中
学
生
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
森
浩
一
氏
・
田
中
英
夫
氏
・
杉

本
憲
司
氏
・
宮
川
徏
氏
ら
は
、
堺
市
か
ら

通
っ
て
、
大
和
六
号
墳
や
櫛
山
古
墳
の
調

査
に
参
加
し
て
下
さ
っ
て
い
た
。
北
野
中

学
の
万
喜
氏
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
消
息
が
知
れ
な
い
。
昭
和
一
三

年
に
始
ま
っ
た
研
究
所
は
、
附
属
博
物
館

に
岡
幸
二
郎
氏
が
昭
和
三
八
年
に
、
伊
達

宗
泰
氏
が
昭
和
四
五
年
に
専
任
で
着
任
さ

れ
た
。
奈
良
県
の
文
化
財
保
存
課
に
泉
森

皎
氏
が
昭
和
三
九
年
に
着
任
さ
れ
た
が
、

発
掘
調
査
専
任
で
は
な
か
っ
た
。
専
任
の

調
査
員
は
昭
和
四
五
年
の
遺
跡
調
査
室
の

発
足
か
ら
で
あ
っ
た
（
全
員
に
橿
考
研
と

の
併
任
辞
令
が
出
て
い
た
）。
こ
の
よ
う
に

非
組
織
的
な
構
造
が
、
研
究
所
初
期
の
三

〇
年
間
の
姿
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
六
年
の
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
の
設
置
に
と
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
斯
界

の
研
究
者
を
研
究
員
と
し
て
委
嘱
し
た
。

そ
の
分
野
は
、
国
史
学
・
国
文
学
・
動
物

橿
原
考
古
学
研
究
所

創
立
八
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写
真
２

現
研
究
所
棟
南
端
に
あ
っ
た
研
究
所

（
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
撮
影
）

写
真
１

現
保
存
棟
の
位
置
に
あ
っ
た
研
究
所

（
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
解
体
時
撮
影
）



学
・
植
物
学
・
人
類
学
・
建
築
史
学
な
ど
、

多
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。
考
古
学
研
究

所
で
は
あ
る
が
、
関
係
の
深
い
諸
科
学
と

密
接
な
連
携
を
図
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

現
在
の
文
理
融
合
や
複
数
学
問
分
野
の
連

携
を
、
数
十
年
前
に
実
行
し
て
い
た
。
現

在
、
研
究
所
の
非
常
勤
所
員
と
し
て
委
嘱

し
て
い
る
各
種
専
門
分
野
の
研
究
者
の

方
々
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
、
ま
た
共
同

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、

研
究
所
誕
生
時
か
ら
の
姿
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
高
松
塚
古
墳
の
発
掘
調
査

に
お
い
て
調
査
着
手
か
ら
約
七
ヶ
月
の
短

時
間
で
『
壁
画
古
墳
高
松
塚
調
査
中
間
報

告
』
を
刊
行
で
き
た
の
は
、
各
分
野
の
研

究
者
の
お
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
多
く
が
橿
考
研
の
非
常
勤
所
員
で
あ
っ

た
。
同
じ
こ
と
は
、
太
安
萬
侶
墓
誌
の
検

討
会
と
、
そ
の
討
議
を
反
映
し
た
報
告
書

に
つ
い
て
も
言
え
る
。

わ
が
国
の
現
在
の
大
学
と
高
等
研
究
機

関
は
、
明
治
時
代
以
降
の
縦
組
織
の
み
で

の
運
営
を
見
直
し
、
広
く
組
織
横
断
的
に

機
動
性
を
付
加
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

フ
ェ
ロ
ー
・
客
員
研
究
員
・
特
任
教
授
な

ど
、
名
称
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
が
、
固
定

化
し
た
体
制
か
ら
、
非
固
定
流
動
的
組
織

に
変
化
し
て
い
っ
て
い
る
。
橿
考
研
八
〇

年
の
歴
史
は
、
非
固
定
的
な
組
織
に
支
え

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
時
代
を
先
取
り

し
て
き
た
と
言
え
る
。
し
か
し
研
究
所
は
、

常
勤
職
員
が
増
加
し
、
さ
ら
に
は
初
期
か

ら
の
非
常
勤
の
先
生
方
が
ご
高
齢
と
な
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
、「
力
」
と
「
高
度
化
」

を
上
手
く
更
新
で
き
て
い
な
い
き
ら
い
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
常
勤
職
員
の
共
通
認

識
と
す
る
こ
と
、
そ
の
解
決
策
を
提
起
す

る
こ
と
が
、
八
〇
周
年
後
の
重
要
な
案
件

と
な
る
。
本
庁
・
県
教
育
委
員
会
と
の
密

接
な
連
携
の
も
と
、
研
究
所
の
一
〇
〇
年

を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

柑

今
年
は
研
究
所
の
八
〇
周
年
の
記
念
の

年
で
あ
る
こ
と
を
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
ま
た
ま
古
い
写
真
類
を
整
理
し
て

お
り
ま
す
と
、
昭
和
二

一
年
の
研
究
所
の
先
生

方
の
写
真
が
出
て
き
ま

し
た
。

写
真
は
、
昭
和
二
一

年
七
月
二
一
日
の
橿
原

考
古
学
研
究
所
の
見
学

会
の
時
の
も
の
で
、
道

明
寺
山
古
墳
群
（
平
尾

山
古
墳
群
第
六
七
支
群

二
号
墳
）
に
て
撮
影
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

大
阪
府
の
高
井
田
横
穴

群
、
道
明
寺
山
古
墳

群
、
玉
手
山
横
穴
群
、

国
府
遺
跡
を
見
学
し
て

い
ま
す
。

写
真
１
に
写
っ
て
い

る
方
々
で
わ
か
る
の
は
、

末
永
雅
雄
先
生
（
前
列

左
か
ら
二
人
目
）、
森

浩
一
さ
ん
（
同
志
社
大

学
予
科
一
年
、
前
列
左
か
ら
三
人
目
）、
河

合
宏
さ
ん
・
小
生
（
と
も
に
堺
中
学
四
年
、

前
列
左
か
ら
四
人
目
と
右
端
）
で
、
そ
れ

昭
和
二
一
年

橿
原
考
古
学
研
究
所
遺
跡
見
学
会

元

共
同
研
究
員

田

中

英

夫

写
真
３

大
和
国
史
館
（
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）

年
～
平
成
二（
一
九
九
〇
））年

写
真
１

昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
七
月
二
一
日
橿
原
考
古
学
研

究
所
遺
跡
見
学
会



桓

以
外
の
先
生
方
の
お
名
前
は
当
時
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
記
録
し
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

小
生
が
森
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
最
初
に

研
究
所
に
行
っ
た
の
は
、
昭
和
二
一
年
一

月
二
〇
日
で
、
当
日
は
橿
原
文
庫
で
大
和

六
号
墳
（
昭
和
二
〇
年
一
二
月
調
査
）
の

検
討
会
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
の
ノ
ー
ト

を
見
ま
す
と
、
大
和
六
号
墳
の
出
土
品
と

し
て
、
大
型
鉄
板
一
七
六
点
、
小
型
鉄
板

五
九
点
、
鉄
製
扁
平
斧
一
〇
〇
点
、
鉄
製

丸
斧
一
一
二
点
、
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
七
点
、
変

形
小
刀
二
〇
点
、
小
刀
一
〇
六
点
、
鎌
六

〇
点
、
石
製
斧
一
点
、
石
製
鎌
六
点
、
円

筒
埴
輪
、
家
形
埴
輪
、
盾
形
埴
輪
に
つ
い

て
発
表
さ
れ
、
出
土
品
は
未
整
理
の
ま
ま

の
速
報
で
し
た
。
た
だ
、
ど
な
た
か
が
遺

体
埋
葬
の
痕
跡
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と

質
問
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

七
月
二
一
日
の
見
学
会
の
後
は
同
月
の

二
八
日
の
見
学
会
で
研
究
所
と
石
舞
台
古

墳
、
菖
蒲
池
古
墳
を
訪
れ
、
八
月
一
九
～

二
二
日
に
は
桜
井
市
倉
橋
池
古
墳
群
（
梶

山
古
墳
群
）
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
、
一

一
月
一
七
日
に
は
研
究
所
見
学
会
で
芹
生

谷
金
山
古
墳
、
お
亀
石
古
墳
な
ど
を
訪
れ

ま
し
た
。

一
五
歳
の
小
生
が
研
究
所
に
お
世
話
に

な
り
始
め
た
時
の
思
い
出
で
す
。

一
、
は
じ
め
に

私
に
衝
撃
の
訃
報
連
絡
が
届
い
た
の
は

昨
年
一
一
月
一
〇
日
の
昼
頃
の
こ
と
で
し

た
。
こ
こ
暫
く
ご
無
沙
汰
を
し
て
お
り
真

鍋
社
長
の
体
調
が
気
掛
か
り
で
は
あ
っ
た

の
で
す
が
、
突
然
の
思
い
も
よ
ら
な
い
知
ら

せ
に
驚
愕
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

真
鍋
社
長
の
病
状
急
変
に
よ
る
ご
逝
去

は
、
私
に
と
っ
て
耐
え
が
た
い
程
の
シ
ョ
ッ

ク
で
暫
く
呆
然
自
失
の
幾
日
か
を
過
ご
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
返
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
長
年
の
ご
交
誼
を
頂
き
ま
し

た
空
間
文
化
開
発
機
構
真
鍋
建
男
社
長
を

偲
ん
で
、
思
い
出
や
故
人
の
功
績
な
ど
を

記
し
て
感
謝
と
深
甚
の
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
つ
つ
、
追
悼
文
を
捧
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

二
、
出
会
い
と
思
い
出

確
か
私
と
真
鍋
社
長
が
初
め
て
出
会
っ

た
の
は
、
お
よ
そ
三
十
数
年
前
の
初
冬
の

頃
、
橿
原
市
の
現
場
で
の
こ
と
で
、
今
後

の
整
備
計
画
及
び
発
掘
調
査
、
実
施
設
計

そ
し
て
整
備
工
事
の
施
工
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
し
て
い
た
国
指
定
史
跡
新
沢
千

塚
古
墳
群
に
て
現
地
の
状
況
を
検
討
を
す

る
時
の
こ
と
で
し
た
。

当
時
の
私
は
、
奈
良
県
文
化
財
保
存
課

に
着
任
し
て
間
も
な
い
頃
で
、
文
化
庁
か

ら
の
指
導
や
助
言
に
対
し
て
も
、
充
分
な

理
解
が
で
き
ず
に
い
た
の
で
、
誠
に
頼
り

な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
頃
の
真
鍋
社
長
は
、
す
で
に
文
化

財
整
備
等
の
案
件
を
こ
な
し
て
経
験
を
積

ま
れ
て
い
た
の
で
、
検
討
す
べ
き
課
題
や

そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
非
常
に
円
滑
に

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
今
後
の
取
り
組

む
べ
き
方
向
性
を
き
ち
ん
と
認
識
で
き
、

本
整
備
事
業
に
か
か
る
予
算
確
保
及
び
事

業
着
手
に
か
な
り
の
確
信
を
持
て
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

ま
た
真
鍋
社
長
は
、
委
託
者
は
も
と
よ

り
文
化
庁
等
と
も
協
議
打
合
せ
を
直
接
間

接
に
か
つ
慎
重
に
積
み
重
ね
ら
れ
、
特
異

な
分
野
と
言
わ
れ
る
各
種
の
文
化
財
整
備

等
に
関
す
る
豊
か
な
見
識
を
備
え
て
お
ら

れ
た
の
で
、
私
に
は
真
鍋
社
長
の
こ
の
仕

事
に
対
す
る
強
い
意
欲
と
熱
意
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
り
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

以
来
今
日
ま
で
に
、
真
鍋
社
長
は
県
を

は
じ
め
国
及
び
市
町
村
の
大
小
各
種
の
遺

跡
の
整
備
計
画
・
設
計
・
施
工
な
ど
に
多

数
携
わ
り
、
各
種
事
業
の
実
施
に
多
大
な

ご
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
は

会
社
の
業
務
を
文
化
財
関
係
を
専
門
的
に

扱
う
よ
う
に
特
化
さ
れ
、
全
国
各
地
の
遺

跡
等
の
各
種
計
画
や
整
備
等
に
多
数
携
わ

り
実
績
を
積
み
重
ね
ら
れ
、
今
日
の
事
業

規
模
に
ま
で
育
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
、
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
と
し
て
後
継

者
の
育
成
を
考
え
て
の
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
て
い
る
最
中
、
病
状
急
変

故
真
鍋
建
男
社
長

（
㈱
空
間
文
化
開
発
機
構
代
表
取
締
役
）
を
偲
ん
で

元

奈
良
県
文
化
財
保
存
課
係
長
・

橿
考
研
附
属
博
物
館
次
長

中

辻

章

太

写
真
１

真
鍋
建
男
社
長
近
影
（
二
〇
〇
九
年

撮
影
）
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に
よ
り
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
病
床
で
は
仕

事
に
復
帰
す
る
強
い
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、

ご
当
人
に
あ
っ
て
は
誠
に
残
念
至
極
の
こ

と
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
真
鍋
社

長
の
強
い
意
志
が
、
そ
の
真
際
ま
で
失
わ

れ
ず
に
お
ら
れ
た
こ
と
に
、
改
め
て
仕
事

に
対
す
る
厳
し
く
も
強
い
思
い
に
敬
意
を
、

そ
し
て
深
い
哀
悼
の
意
を
表
さ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

私
と
真
鍋
社
長
と
の
お
つ
き
あ
い
は
今

日
ま
で
三
十
数
年
余
に
及
ぶ
長
き
に
わ
た

り
、
仕
事
を
離
れ
て
も
な
お
親
し
く
し
て

い
た
だ
き
、
尊
敬
の
出
来
る
数
少
な
い
友

人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
真
鍋
社
長
は
生
前
ご
自
身
の
体

調
は
さ
て
お
き
、
日
頃
か
ら
私
の
体
調
を

気
遣
か
い
、
お
互
い
に
少
し
で
も
長
く
元

気
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
励
ま
し
て
い
た
だ

く
優
し
さ
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
程
早
く
悲
し
い
急
な
お
別
れ
が
こ
よ
う

と
は
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
で
し
た
。

三
、
文
化
財
保
護
へ
の
多
大
な
功
績

奈
良
県
内
に
お
け
る
真
鍋
社
長
の
主
な

遺
跡
整
備
の
功
績
は
、
新
沢
千
塚
古
墳
群
、

頭
塔
、
伝
飛
鳥
板
蓋
宮
跡
、
旧
大
乗
院
庭

園
（
県
事
業
）
を
は
じ
め
、
唐
古
・
鍵
遺

跡
（
田
原
本
町
）、
宮
山
古
墳
及
び
水
泥
古

墳
（
御
所
市
）、
藤
ノ
木
古
墳
（
斑
鳩
町
）、

見
田
・
大
沢
古
墳
群
（
宇
陀
市
）、
市
尾

墓
山
古
墳
及
び
高
取
城
跡
（
高
取
町
）、
巣

山
古
墳
（
広
陵
町
）、
赤
土
山
古
墳
（
天

理
市
）、
宮
滝
遺
跡
（
吉
野
町
）、
大
安
寺

旧
境
内
及
び
平
城
京
朱
雀
大
路
跡
（
奈
良

市
）、
マ
ル
コ
山
古
墳
（
明
日
香
村
）、
さ

ら
に
興
福
寺
旧
境
内
（
興
福
寺
）、
東
大

寺
旧
境
内
（
東
大
寺
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

時 期内 容市町村名遺 跡 名

昭和63年度基本構想田原本町唐古・鍵遺跡
昭和63～平成４年度基本計画・実施設計・施工監理奈良市県史跡尾山代遺跡
昭和63・平成６年度基本計画・実施設計・施工監理明日香村史跡マルコ山古墳
昭和63～平成13・15～21
年度

基本計画・実施設計・施工監理・
整備報告書作成橿原市史跡新沢千塚古墳群

昭和63・平成６・12・16・
23～27年度

基本構想・基本計画・実施設計・
施工監理・測量明日香村特別史跡キトラ古墳

平成元・４～６・10～13・
16～22年度

基本構想・実施設計・施工監理・
保存管理計画高取町史跡高取城跡

平成２～13年度基本計画・実施設計・施工監理奈良市史跡頭塔

平成４年度基本計画高取町与楽乾城古墳及び与楽鑵子塚
古墳

平成４年度調査高取町史跡高取城跡（石垣調査）
平成４～７年度基本計画・実施設計・施工監理広陵町県史跡三吉石塚古墳
平成４～８年度実施設計・施工監理奈良市史跡大安寺旧境内杉山古墳
平成４～７・９～13年度基本計画・実施設計橿原市特別史跡藤原宮跡
平成５～９・11～12・21
年度実施設計・施工監理桜井市特別史跡山田寺跡

平成５・７～27年度基本計画・実施設計・施工監理奈良市史跡 大安寺旧境内塔院地区・
南大門地区

平成５・７～27年度基本計画・実施設計・施工監理奈良市史跡興福寺旧境内
平成６年度実施設計・施工監理御所市史跡宮山古墳
平成６年度実施設計・監理明日香村史跡伝飛鳥板蓋宮跡

平成６～９年度基本設計明日香村史跡飛鳥水落遺跡・石神遺跡
周辺地区

平成７年度実施設計・施工監理御所市史跡水泥古墳
平成７年度基本計画斑鳩町史跡藤ノ木古墳
平成７・８年度実施設計・施工監理明日香村史跡定林寺跡
平成７～10年度実施設計・施工監理奈良市史跡平城京朱雀大路跡

平成９年度実施設計・施工監理奈良市史跡大安寺旧境内
（瓦窯跡）

平成９・10年度実施設計・施工監理奈良市菅原東遺跡
埴輪窯跡群（移設整備）

平成12年度基本計画宇陀市史跡見田・大沢古墳群
平成12年度基本計画吉野町史跡宮滝遺跡
平成12年度実施設計・施工監理明日香村史跡飛鳥池工房遺跡
平成13年度実施設計・施工監理葛城市三ツ塚古墳群
平成13～27年度基本設計・実施設計・施工監理広陵町特別史跡巣山古墳
平成14・15年度実施設計・施工監理葛城市弥宮池１号墳（移築等整備）
平成14・16～18年度基本計画・実施設計・施工監理高取町史跡市尾墓山古墳

平成14・18年度調査・実施設計・施工監理・整備
報告書作成明日香村特別史跡キトラ古墳

（保護覆屋整備）
平成16・19～23・25～27
年度基本計画・実施設計・施工監理奈良市名勝旧大乗院庭園

平成18～21・26年度基本計画・基本設計・実施設計・
施工監理明日香村特別史跡高松塚古墳

平成18～24・27年度測量・調査・実施設計・施工監
理・報告書作成十津川村玉置神社境内

平成19・23～25年度保存管理計画・実施設計宇陀市史跡宇陀松山城跡
平成20～21年度施工監理天理市史跡赤土山古墳

平成23年度基本計画御所市秋津地区
（文化財総合整備計画）

平成24～26年度整備計画奈良市史跡春日大社境内
平成24～27年度基本構想・調査計画奈良市史跡東大寺旧境内
平成24～27年度基本設計・実施設計・施工監理斑鳩町史跡中宮寺跡
平成25年度基本構想明日香村飛鳥宮跡

平成25年度調査明日香村史跡・名勝飛鳥京跡苑池
（護岸石積保存現況調査）

平成25～27年度保存管理・整備計画・実施設計・
施工監理高取町史跡与楽古墳群

平成26・27年度実施設計、施工監理大和郡山市県史跡郡山城跡
平成26・27年度調査・基本計画桜井市長谷寺
平成27年度基本構想天理市大和・柳本古墳群
平成29年度調査・実施設計明日香村史跡岡寺跡

表１ 奈良県内における㈱空間文化開発機構の遺跡保存活用整備実績一覧
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ま
す
。

ま
た
、
国
（
文
化
庁
・
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
）
の
主
な
事
業
で
は
、
キ
ト
ラ

古
墳
を
は
じ
め
高
松
塚
古
墳
及
び
飛
鳥
池

工
房
遺
跡
（
明
日
香
村
）、
山
田
寺
跡
（
桜

井
市
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
他
に
も

大
小
多
数
の
県
内
遺
跡
が
数
え
ら
れ
ま
す

（
表
１
）。

一
方
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島

県
に
及
ぶ
全
国
各
地
の
各
種
遺
跡
整
備
等

の
事
業
に
関
し
て
も
多
大
な
功
績
と
尽
力

を
積
み
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
真
鍋
社
長
は
全
国
各
地
の
遺

跡
整
備
等
に
あ
た
り
設
置
さ
れ
る
委
員
会

に
お
い
て
も
、
そ
の
運
営
を
委
託
者
と
と

も
に
行
い
、
卓
越
し
た
経
験
と
識
見
を
存

分
に
発
揮
さ
れ
、
資
料
の
作
成
、
工
程
及

び
計
画
等
の
管
理
、
委
員
会
等
が
指
導
す

る
発
掘
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
た
検
討
内

容
を
整
理
し
て
適
確
な
資
料
作
成
を
行

い
、
円
滑
な
事
業
の
推
進
に
尽
力
し
、
多

大
な
事
業
成
果
を
あ
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
財
の
整
備
計
画
や
管
理
計

画
及
び
設
計
は
、
そ
の
内
容
が
一
般
土
木

に
な
じ
ま
な
い
極
め
て
特
異
な
分
野
で
あ

る
た
め
、
専
門
的
に
扱
う
業
者
が
非
常
に

少
な
い
な
か
、
真
鍋
社
長
は
こ
の
分
野
の

先
駆
者
と
し
て
取
り
組
み
、
今
日
ま
で
各

種
事
業
を
継
続
し
、
全
国
各
地
の
自
治
体

及
び
文
化
財
関
係
者
が
頼
り
に
す
る
存
在

と
し
て
、
多
大
な
功
績
を
積
み
重
ね
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

四
、
お
わ
り
に

衝
撃
の
訃
報
か
ら
、
私
は
未
だ
そ
の

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
れ
ず
に
失
意
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
ご
遺
族
や

社
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
齢
六

十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
逝
っ
て
し
ま
わ
れ

た
故
人
を
思
う
と
き
、
そ
の
無
念
さ
と
悲

し
み
は
い
か
ば
か
り
か
と
拝
察
さ
れ
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

真
鍋
社
長
の
仕
事
に
対
す
る
熱
い
思
い

は
、
残
さ
れ
た
社
員
全
員
の
心
に
し
っ
か

り
と
伝
わ
り
、
引
き
続
き
全
員
一
丸
と

な
っ
て
業
務
の
遂
行
に
取
り
組
ん
で
い
か

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
故
人
に
は
こ
れ
か

ら
も
心
安
ら
か
に
天
上
か
ら
見
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
強
く
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

こ
こ
に
改
め
て
、
故
真
鍋
建
男
社
長
に

謹
ん
で
深
い
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
し
て
お
わ

り
と
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
追

悼
文
を
執
筆
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
い

ま
し
た
橿
原
考
古
学
研
究
所
菅
谷
文
則
所

長
、
関
係
所
員
の
皆
様
に
本
紙
面
を
お
借

り
し
て
厚
く
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

一
、
は
じ
め
に

こ
の
研
修
は
、
奈
良
県
国
際
課
の
「
奈

良
県
戦
略
的
専
門
分
野
交
流
事
業
｣
に
よ

り
、
橿
考
研
所
員
を
中
国
陝
西
省
に
派
遣

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
平
成
二
六
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
、
今
回
で
三
回
目
と
な

る
。
中
国
陝
西
省
の
受
け
入
れ
先
は
、
西

北
大
学
文
化
遺
産
学
院
及
び
陝
西
省
考
古

研
究
院
で
あ
る
。
研
修
期
間
は
、
平
成
二

八
年
一
一
月
一
七
日
か
ら
平
成
二
九
年
三

月
一
七
日
の
四
ヶ
月
間
で
あ
っ
た
。
研
修

期
間
中
、
陝
西
省
を
拠
点
と
し
つ
つ
、
寧

夏
回
族
自
治
区
及
び
安
徽
省
で
も
調
査
研

究
を
行
っ
た
。

二
、
陝
西
省
で
の
調
査

一
二
月
五
日
、
橿
考
研
で
研
修
さ
れ
て

い
た
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
の
宋

江
寧
氏
の
案
内
で
周
原
遺
跡
を
見
学
し

た
。
当
日
、
同
研
究
所
西
安
研
究
室
に
集

合
し
、
車
で
高
速
道
路
を
利
用
し
二
時
間

半
程
で
現
場
へ
到
着
し
た
。
こ
の
見
学
に

は
、
同
研
究
所
の
銭
国
祥
氏
、
徐
龍
国
氏

も
同
行
し
た
。

周
原
遺
跡
は
、
西
周
（
紀
元
前
一
一
世

紀
～
前
八
世
紀
）
の
都
城
遺
跡
で
、
陝
西

省
宝
鶏
市
に
所
在
す
る
。
今
回
は
、
鳳
雛

六
号
版
築
建
物
跡
と
北
城
壁
跡
の
発
掘
現

場
を
見
学
し
た
。
鳳
雛
六
号
版
築
建
物
跡

は
、
中
間
に
庭
を
も
つ
、
い
わ
ゆ
る
四
合

院
式
の
建
物
で
あ
る
。
遺
存
状
態
は
良
く

な
い
が
、
石
敷
き
の
雨
落
が
確
認
で
き
た
。

こ
の
建
物
跡
は
、
西
周
早
期
の
中
心
的
な

建
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
城
壁
跡
は
、

都
城
の
北
側
を
巡
る
も
の
で
あ
る
。
底
部

の
幅
は
九
ｍ
で
、
壁
体
は
非
常
に
堅
固
で

あ
っ
た
。

現
場
見
学
後
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
周

原
博
物
館
を
見
学
し
た
。
博
物
館
の
外
観

は
、
周
原
遺
跡
の
建
物
群
を
模
し
た
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
メ
イ
ン
の
展
示
室
は
地

下
に
あ
っ
た
。
展
示
内
容
は
、
周
原
遺
跡

の
遺
物
を
中
心
と
し
て
青
銅
器
・
玉
類
の

展
示
が
充
実
し
て
い
た
。

一
月
二
七
日
、
陝
西
省
考
古
研
究
院
の

孫
周
勇
副
院
長
、
田
亜
岐
氏
の
案
内
で
、

雍
山
血
池
秦
漢
祭
祀
遺
跡
を
見
学
し
た

（
写
真
１
）。
見
学
日
は
、
ち
ょ
う
ど
旧
暦

の
大
晦
日
に
あ
た
り
、
中
国
は
春
節
休
み

の
期
間
で
あ
っ
た
。
現
地
へ
は
、
陝
西
省

考
古
研
究
院
の
運
転
手
付
き
の
車
に
乗
っ

中
国
に
お
け
る
研
修
（
上
）岡

見

知

紀



歓

て
、
西
安
市
内
か
ら
西
に
二
時
間
半
程
で

あ
っ
た
。

雍
山
血
池
秦
漢
祭
祀
遺
跡
は
、
陝
西
省

鳳
翔
県
に
位
置
す
る
、
秦
及
び
前
漢
時
代

の
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
度
の

「
全
国
十
大
考
古
新
発
見
」
に
も
選
ば
れ
、

中
国
国
内
で
も
高
い
関
心
が
あ
る
。
遺
跡

に
は
大
き
く
分
け
て
、
祭
天
台
と
祭
祀
土

坑
群
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
祭
天
台
の
遺
構

は
、
小
高
い
山
の
頂
部
に
あ
り
、
周
囲
に

は
溝
を
巡
ら
す
。
こ
の
遺
構
は
、
文
献
に

も
登
場
し
、
後
の
天
壇
に
つ
な
が
る
遺
構

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
天
台
か
ら

谷
を
挟
ん
だ
丘
陵
に
は
、
祭
祀
土
坑
群
が

分
布
す
る
。
土
坑
内
に
は
馬
の
犠
牲
の
他

に
、
玉
製
人
形
や
青
銅
器
が
埋
納
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
祭
祀
が
、
そ
の
後
の

時
代
に
国
家
的
祭
祀
と
し
て
発
展
し
、
少

な
か
ら
ず
日
本
の
古
代
国
家
へ
も
影
響
を

与
え
た
と
感
じ
た
。

三
月
一
三
日
・
一
四
日
に
、
陝
西
省
楡

林
市
周
辺
の
遺
跡
を
見
学
し
た
。
こ
の
見

学
は
、
急
遽
決
ま
っ
た
も
の
で
、
陝
西
省

考
古
研
究
院
に
、
航
空
券
等
の
手
配
を
す

べ
て
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
現
地

で
は
楡
林
市
の
袁
政
氏
に
、
ホ
テ
ル
の
手

配
か
ら
遺
跡
へ
の
車
移
動
ま
で
お
手
を
煩

わ
せ
た
。

滞
在
二
日
目
に
、
石
岇
遺
跡
を
見
学
し

た
。
石
岇
遺
跡
は
、
中
国
最
古
の
城
壁
も

つ
都
市
で
、
陝
西
省
の
最
北
端
、
神
木
県

に
所
在
す
る
。
石
岇
遺
跡
へ
は
、
楡
林
市

内
か
ら
車
で
二
時
間
程
を
要
す
る
。
現
場

付
近
は
、
荒
漠
と
し
た
大
地
で
、
道
路
も

未
舗
装
の
険
し
い
道
程
で
あ
っ
た
。
現
場

に
は
、
陝
西
省
考
古
研
究
院
の
基
地
が
あ

り
、
数
人
の
職
員
が
そ
こ
で
寝
泊
ま
り
を

し
て
い
る
。
基
地
に
は
小
規
模
な
が
ら
食

堂
も
あ
り
、
毎
食
調
理
人
が
料
理
を
提
供

し
て
く
れ
る
。
見
学
当
日
の
昼
食
を
ご
馳

走
に
な
っ
た
が
、
味
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
共
に

抜
群
で
あ
っ
た
。
遺
跡
の
見
学
に
際
し
て

は
、
現
場
を
担
当
し
て
い
る
陝
西
省
考
古

研
究
院
の
邸
楠
氏
（
二
〇
一
八
年
橿
考
研

研
修
）
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

石
岇
遺
跡
で
は
、
現
在
ま
で
の
発
掘
調

査
で
、
城
壁
や
遺
跡
の
中
心
と
な
る
皇
城

台
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
外

城
東
門
と
皇
城
台
を
見
学
し
た
。

外
城
東
門
の
構
造
は
、
板
石
を
積
み
上

げ
た
大
規
模
な
も
の
で
、
壁
沿
い
に
若
い

女
性
の
頭
骨
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
頭
骨
は
、
祭
祀
に
伴
う
生

贄
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

皇
城
台
は
、
小
高
い
丘
の
頂
部
に
つ
く

ら
れ
、
苑
池
や
広
場
な
ど
の
遺
構
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
発
掘
調

査
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
皇
城
台

の
外
面
は
、
板
石
を
積
み
上
げ
大
規

模
な
石
垣
状
に
な
る
（
写
真
２
）。

石
岇
遺
跡
の
年
代
は
、
龍
山
文
化

晩
期
か
ら
二
里
頭
文
化
に
併
行
す
る

時
期
と
考
え
ら
れ
、
す
で
に
こ
の
時

代
に
、
こ
れ
だ
け
高
い
技
術
や
文
化

が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
た
。

三
、
寧
夏
回
族
自
治
区
で
の
調
査

二
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
の
三
日

間
、
寧
夏
回
族
自
治
区
銀
川
市
を
訪

れ
た
。
西
安
か
ら
銀
川
へ
は
、
飛
行

機
で
一
時
間
半
程
で
あ
る
。
銀
川
の

空
港
で
は
、
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所

の
馬
強
氏
（
二
〇
一
五
～
二
〇
一
六

年
橿
考
研
研
修
）
に
出
迎
え
て
い
た

だ
い
た
。
二
日
目
以
降
は
、
王
宇
氏

（
二
〇
一
七
～
二
〇
一
八
年
橿
考
研
研

修
）
に
遺
跡
等
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

滞
在
二
日
目
の
一
六
日
に
、
西
夏
王
陵

を
見
学
し
た
。
西
夏
王
陵
は
、
一
一
世
紀

か
ら
一
三
世
紀
ま
で
存
続
し
た
西
夏
王
朝

の
王
陵
で
あ
る
。
現
在
は
、
九
代
の
王
陵

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
見
学
し
た

三
号
陵
は
、
初
代
皇
帝
景
宗
の
墓
で
あ
る

（
写
真
３
）。
現
状
で
は
円
形
の
盛
り
土

状
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
八
角
形
の

塔
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

写
真
１

雍
山
血
池
秦
漢
祭
祀
遺
跡

（
右
か
ら
田
氏
・
孫
氏
・
筆
者
）

写
真
２

石
岇
遺
跡
皇
城
台
城
壁



汗

た
め
、
現
在
で
も
盛
り
土
の
外
面
に
は
、

大
量
の
瓦
が
確
認
で
き
る
。
墓
室
は
地
下

に
あ
り
、
南
側
か
ら
階
段
状
に
墓
道
が
延

び
る
。
墓
域
を
囲
む
土
塀
は
版
築
で
は
な

く
、
煉
瓦
状
の
土
塊
を
積
み
上
げ
構
築
さ

れ
る
。
唐
な
ど
の
文
化
の
影
響
を
受
け
つ

つ
、
仏
教
を
厚
く
信
仰
し
、
独
自
の
文
化

を
も
っ
た
西
夏
に
関
す
る
遺
構
や
遺
物
は
、

中
国
文
化
の
多
様
性
が
感
じ
ら
れ
、
大
変

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
以
下
、
一
五
五
号
に
続
く
）

◇
記
念
講
演
会

●
東
京
新
聞
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
よ
み
が
え
る
古
代
の
大
和
』

日

時
：

平
成
三
〇
年
九
月
二
九
日
（
土
）

会

場
：

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
（
東

京
都
千
代
田
区
）

テ
ー
マ
：

『
天
武
・
持
統
朝
の
宮
殿
遺
跡
を
掘
る

―
橿
考
研
八
〇
年
の
研
究
成
果
―
』

基
調
講
演
：

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

副
館
長

林
部

均

氏

『
天
武
・
持
統
朝
の
宮
殿
』（
仮
題
）

パ
ネ
ラ
ー
報
告
：

橿
原
考
古
学
研
究
所

主
任
研
究
員

鈴
木

一
議

『
天
武
・
持
統
が
愛
で
た
庭
園
―
飛
鳥

京
跡
苑
池
―
』

橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

指
導
学
芸
員

鶴
見

泰
寿

『
飛
鳥
宮
の
木
簡
』

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：

基
調
講
演
講
師
と
パ
ネ
ラ
ー

●
公
開
講
演
会

日

時
：

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
三
日
（
金
）

会

場
：
よ
み
う
り
大
手
町
ホ
ー
ル

（
東
京
都
千
代
田
区
）

日

時
：

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
五
日
（
日
）

会

場
：

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
：

『
古
代
の
輝
き

～
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
八
〇
年
の

歩
み
～
』

内

容
：

橿
原
考
古
学
研
究
所

研
究
顧
問

石
野

博
信

『
ヤ
マ
ト
王
権
は
纒
向
か
ら
始
ま
っ
た
』

（
仮
題
）

橿
原
考
古
学
研
究
所

特
別
指
導
研
究
員

前
園
実
知
雄

『
雄
略
天
皇
・
泊
瀬
朝
倉
宮
を
求
め
て
』

（
仮
題
）

橿
原
考
古
学
研
究
所

所
長

菅
谷

文
則

『
飛
鳥
か
ら
藤
原
・
平
城
へ
』

（
仮
題
）

◇
研
究
会

内

容
：
日
本
中
国
考
古
学
会

二
〇
一
八
年
度
大
会
・

平
成
三
〇
年
一
一
月
三
・

四
日
（
予
定
）

◇
記
念
論
集
の
出
版

（
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
一
七
）

テ
ー
マ
：『
空
間
・
ひ
と
・
装
飾
』

出

版
：
平
成
三
〇
年
九
月
一
三
日

（
創
立
記
念
日
・
予
定
）

発
行
・
発
売
：
八
木
書
店

写
真
３

西
夏
王
陵
三
号
陵

ご

案

内

橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
〇
周
年
関
連
事
業

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇



漢

人
の
動
き

〔
退
職

平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
付
〕

宮
原

晋
一

調
査
部
長
（
定
年
）

→
調
査
課
主
任
研
究
員

（
再
任
用
）

那
須

重
徳

総
務
課
係
長
（
定
年
）

→
家
畜
保
健
衛
生
所
主
査

（
再
任
用
）

勝
川

若
菜

附
属
博
物
館
学
芸
課
技
師

神
所

尚
暉

調
査
課
嘱
託

→
加
西
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
市
史
文
化
財
係

〔
転
出

平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
付
〕

坂

靖

附
属
博
物
館
学
芸
課
長

→
文
化
財
保
存
課
課
長
補
佐

持
田

大
輔

企
画
課
主
任
研
究
員

→
文
化
資
源
活
用
課
主
査

前
田

俊
雄

調
査
課
主
任
研
究
員

→
文
化
財
保
存
課
主
査

〔
採
用

平
成
三
〇
年
四
月
一
日
付
〕

木
村

結
香

調
査
課
技
師

内
藤

元
太

調
査
課
技
師

（
文
化
財
保
存
課
転
出
）

勝
川

若
菜

附
属
博
物
館
学
芸
課
嘱
託

〔
転
入
・
所
内
異
動

平
成
三
〇
年
四
月
一
日
付
〕

岡
林

孝
作

文
化
財
保
存
課
課
長
補
佐

→
調
査
部
長
心
得

吉
村

和
昭

附
属
博
物
館
学
芸
課
係
長

→
附
属
博
物
館
学
芸
課
長

小
山

雅
秀

中
和
福
祉
事
務
所
係
長

→
総
務
課
係
長

青
柳

泰
介

調
査
課
係
長

→
附
属
博
物
館
学
芸
課
係
長

小
池
香
津
江

文
化
資
源
活
用
課
調
整
員

→
調
査
課
総
括
研
究
員

本
村

充
保

調
査
課
指
導
研
究
員

→
調
査
課
係
長

今
西

隆
宏

視
覚
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長

→
総
務
課
主
査
（
再
任
用
）

東
影

悠

文
化
財
保
存
課
主
査

→
企
画
課
主
任
研
究
員

〔
昇
任

平
成
三
〇
年
四
月
一
日
付
〕

鈴
木

朋
美

調
査
課
技
師

→
調
査
課
主
任
技
師

河
﨑

衣
美

資
料
課
技
師

→
資
料
課
主
任
技
師

齊
藤

希

調
査
課
技
師

→
調
査
課
主
任
技
師

岩
越

陽
平

調
査
課
技
師

→
調
査
課
主
任
技
師

海
外
交
流

派
遣
：

中
国
陝
西
省
（
西
北
大
学
・
陝
西
省
考

古
研
究
院
）
へ
派
遣
し
て
い
た
米
川
裕
治

所
員
、
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
へ
派
遣

し
て
い
た
絹
畠
歩
所
員
は
、
と
も
に
三
月

一
六
日
に
研
修
を
終
え
、
帰
国
し
ま
し
た
。

受
入
：

昨
年
八
月
か
ら
当
研
究
所
で
研
修
さ
れ

て
い
た
中
国
陝
西
省
西
北
大
学
文
化
遺
産

学
院
の
孫
麗
娟
氏
は
、
一
月
二
七
日
に
帰

国
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
か
ら
当
研
究
所
で
研
修
さ
れ
て
い

た
韓
国
国
立
江
華
文
化
財
研
究
所
の
南
浩

鉉
氏
は
、
三
月
一
〇
日
に
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。中

国
陝
西
省
考
古
研
究
院
の
邸
楠
氏

が
、
一
月
二
四
日
か
ら
三
月
一
五
日
ま
で

当
研
究
所
で
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
六
月
か
ら
当
研
究
所
で
研
修
さ
れ

て
い
た
中
国
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
の
王

宇
氏
は
、
四
月
一
六
日
に
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。附

属
博
物
館
展
示
案
内

速
報
展

「
大
和
を
掘
る
３６

―
二
〇
一
七
年
度

発
掘
速
報
展
―
」

二
〇
一
七
年
度
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
奈

良
県
内
の
遺
跡
か
ら
約
三
〇
遺
跡
を
選

び
、
出
土
遺
物
・
調
査
写
真
パ
ネ
ル
を
展

示
し
、
最
新
の
発
掘
調
査
成
果
を
紹
介
し

ま
す
。

開
催
期
間
：
平
成
三
〇
年
七
月
一
四
日

（
土
）
～
九
月
二
日
（
日
）

講
演
会
：
七
月
二
一
日
、
八
月
四
日
、
八

月
一
八
日
、
九
月
一
日
の
各
土

曜
日
（
午
後
一
時
開
始
）
に
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
会
「
土
曜
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
〇
周
年
記
念

秋
季
特
別
展

「
古
代
の
輝
き

―
日
本
考
古
学
と

橿
考
研
八
〇
年
の
軌
跡
Ⅱ
―
」

橿
原
考
古
学
研
究
所
と
関
係
者
に
よ
る

昭
和
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
厖
大
な
調
査

研
究
の
な
か
か
ら
、
考
古
学
・
古
代
史
研

究
の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
切
り
開
い
た
資

料
を
選
ん
で
、
橿
考
研
八
〇
周
年
記
念
特

別
展
を
開
催
し
ま
す
。
秋
季
特
別
展
で

は
、
古
墳
時
代
後
期
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代

を
中
心
と
し
た
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

開
催
期
間
：
平
成
三
〇
年
一
〇
月
六
日

（
土
）
～
一
一
月
二
五
日

（
日
）


